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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
　
　
　

第104期
第１四半期連結
累計期間

第105期
第１四半期連結
累計期間

第104期

会計期間
　
　

自平成24年４月１日
至平成24年６月30日

自平成25年４月１日
至平成25年６月30日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高 （千円） 107,271 105,548 471,051

経常利益又は経常損失（△） （千円） △140,537 74,095 △34,283

四半期純利益又は

四半期（当期）純損失（△）
（千円） △141,176 73,373 △37,861

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △142,643 73,872 △36,739

純資産額 （千円） 968,159 1,832,838 1,570,967

総資産額 （千円） 1,716,062 2,245,313 2,030,272

１株当たり四半期純利益金額又は

１株当たり四半期（当期）純損失金額

（△）

（円） △4.13 1.50 △1.03

潜在株式調整後１株当たり四半期（当

期）純利益金額
（円） ― 1.49 ―

自己資本比率 （％） 56.1 81.1 76.6

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

 ３．第104期第１四半期連結累計期間及び第104期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につ

いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失のため記載しておりません。

４．前第３四半期連結会計期間において10株につき１株の株式併合を行いましたが、前連結会計年度の期首に

当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純損失金額（△）を算定しております。

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

　

（継続企業の前提に関する重要な疑義を抱かせる事象または状況）　

当社グループは、営業キャッシュ・フローが過去連続して赤字であり、また、平成26年３月期の通期営業損益の見通

しについても依然赤字であることから、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせる状況が存在しており、当社グルー

プの財政状態、経営成績や資金調達に大きな影響を及ぼす可能性があります。なお、当該事象を改善するための対応策

については、「第一部　第２　事業の状況　３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析　（5）　継続企

業の前提に関する重要事象等について」　に記載しております。　

　

   

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況  

　当第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日）におけるわが国経済は、政府・日銀の財

政金融政策を背景とした円安・株高の進行により、景気回復への期待が高まっております。しかし、世界経済を巡

る不確実性を背景とした景気の下振れリスクなど、依然として先行き不透明な状況が続いております。

当社グループ(当社、連結子会社)の属する電機事業業界は、震災を機に最終ユーザーによる設備点検・強化に伴

う製品の発注並びに省エネ需要を背景としたＬＥＤ関連製品需要の顕在化により、売上高は回復基調にあるもの

の、長期にわたる産業用の設備投資の抑制による受注低迷に加え、資材価格や物流経費の上昇、市場規模が小さい

中での厳しい価格競争により収益的に厳しい環境が続いており、当社としても数年来合理化や製品原価の低減を

はじめとする諸施策に鋭意取り組んでまいりましたが、長期的な低迷から脱することが困難な状況にあります。

　このような状況のもとで、当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高105百万円（前年同

期比1.6％減）、営業損失63百万円（前年同期比43百万円改善）、経常利益74百万円（前年同期比214百万円改

善）、四半期純利益73百万円（前年同期比214百万円改善）の黒字となりました。

製品群別の概況及びセグメントの業績は次のとおりであります。産業用照明機器群におきましては、売上高91百

万円（前年同期比0.5％減）、電気工事材群におきましては、売上高0百万円（前年同期比84.7％減）、制御機器群

におきましては、売上高13百万円（同3.6％減）となりました。電機事業全体の売上高は105百万円と前年同期に比

べ1.6％減少となりましたが、施策の効果も出始め、電機事業全体の売上総利益は23百万円と前年同期に比べ30.2

％増加致しました。電機事業においては、適正な利益を確保すべく抜本的な事業の見直しに着手し、顧客に対して

製造原価上昇分の販売価格への転嫁を改めて交渉する一方、製品別の利益巾の改善を進めるとともに、顧客の節電

対応により需要が顕在化しているＬＥＤ製品の新たな販路の開拓に努め、利益率の更なる改善を図ってまいりま

す。

 投資事業においては、平成21年７月１日付けで当社は株式会社エスビーオー（以下「ＳＢＯ」といいます。）を

買収し連結子会社とし、ＳＢＯの連結子会社であるオリオン・キャピタル・マネージメント株式会社を通じて、株

式会社ディーワンダーランド（以下「ＤＷ」といいます。）の株式を38.6％保有することになり、ＤＷは当社の持

分法適用会社となっております。

ＤＷが発行済株式の100％を保有し、質店・中古ブランド品売買の最大手である大黒屋は、円安に伴う外国人観

光客等による免税売上の増加や既存店舗の増床効果により売上は順調に推移し、当第１四半期連結累計期間（平

成25年４月～６月の３ヶ月）において、売上高4,986百万円（前年同期3,663百万円より36.1％増加）、営業利益

820百万円（前年同期562百万円より45.9％増加）、税引後利益405百万円（前年同期245百万円より65.5％増加）

を計上し、売上高、利益ともに前第１四半期連結累計期間を大幅に上回りました。（なお、営業利益及び税引後利益

については、持分法適用に伴い一定の調整を加えております。）結果としまして、当第１四半期連結累計期間にお

いては138百万円の持分法投資利益を計上することができました。本業の電機事業が低迷する中、事業再生部門に

おけるＤＷグループからの持分法投資利益は、平成25年3月期278百万円、平成24年３月期274百万円、平成23年３月

期406百万円、平成22年３月期312百万円と当社の連結利益に大きく貢献しております。　

かかる状況の下、今後の電機事業を展望し将来の見通し等を総合的に勘案し、更には当社グループ全体における

収益構造を検討した結果、企業価値ひいては株主価値最大化のためには、事業再生投資の比重を高めるべく経営資

源を重点的に配分することが最も株主の利益に資すると判断し、平成25年１月28日にデット・エクイティ・ス

ワップによる347百万円の新株式発行により財務基盤の可及的強化を実施し、同時に新たに新株予約権の発行（発

行による調達額17百万円、行使による調達額900百万円）による資金調達を実施することにより、当面の必要運転

資金を確保しつつ、ＤＷの追加株式を取得し経営権取得による連結子会社化推進を目的として第12回新株予約権

を発行いたしました。本新株予約権行使により調達した資金のうち507百万円は、ＤＷ株式過半数取得に十分な額

に達した段階からＤＷ株式の取得資金等、ＤＷとの資本業務提携関係強化のために充当する予定です。具体的に

は、当社は、ＤＷ株式過半数取得のための資金507百万円の資金調達による積立てができた段階もしくは本新株予

約権の行使が進まず予定通り資金調達が進捗しないことが明らかになった場合には、当社がＤＷを連結子会社化

するための資金50百万円以上が調達できた段階で、改めてＤＷを連結子会社化するためのＤＷ株式取得について

取締役会において決議いたします。　

当社グループは、既に投資実績があり現在持分法適用会社となっているＤＷとの資本業務提携の協議を開始し、

更なる強化を図ることと致しました。これは当社がＤＷグループの経営権を取得し連結子会社として取り込むこ

とで、短期的には投下資本を上回る連結利益の計上が期待でき、また、中長期的には、当社の経営資源注入による大

黒屋のマネージメント体制強化を始めとして、当社の持つアジアの企業家のネットワークや財務ノウハウを駆使

して、大黒屋の中国・アジア進出を強力にサポートすることが可能となり、大きなシナジー効果が生まれることを

狙いとしたものです。これら一連の施策によって当社の現在から将来にわたる収益基盤が大幅に強化され、それに

より当社の企業価値向上をもたらし、結果として既存株主にとっても株主価値の増大につながると判断しており

ます。
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（2）財政の状況

当第１四半期連結会計期間末の資産の部につきましては、資産合計は、2,245百万円となり、前連結会計年度末に

比べ215百万円の増加となりました。これは、現金及び預金が99百万円増加し、また、持分法による投資利益の計上

により投資有価証券が138百万円増加したことが主な要因であります。  

負債の部につきましては、負債合計は、412百万円となり、前連結会計年度末に比べ46百万円の減少となりまし

た。これは、仕入債務が15百万円減少し、また、借入金の返済により短期借入金が32百万円減少したことが主な要因

であります。  

純資産の部につきましては、純資産合計は、1,832百万円となり、前連結会計年度末に比べ261百万円の増加とな

りました。これは、新株予約権の行使により資本金及び資本準備金がそれぞれ95百万円増加し、また、四半期純利益

を73百万円計上したことが主な要因であります。　　

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当社の主たる事業である電機事業は、長期にわたる需要の低迷と市場規模が小さいことに起因する競合他社間

との価格競争圧力、原材料費等の高止まり等、事業環境は長期にわたって収益的に厳しい状況が続いていることか

ら、抜本的かつ速やかな事業構造の改革の進展が必要な状況です。他方、投資事業においては、高収益企業である大

黒屋の中古ブランド品売買事業が順調に拡大していることから、当社の将来の企業価値を高める為には、同事業に

当社の経営資源を優先的に投入することが重要である判断しております。したがって、今後の当社の連結収益の改

善ならびに経営基盤の強化を図るために対処すべき課題とその対処方針は以下のとおりであります。

１.電機事業の事業構造改革の実施

これまで、生産面においては、生産体制の更なる効率化や製品の統廃合や在庫管理の強化により製造原価の低

減を進めて参りましたが、今後はお取引先に理解を得ながら不採算製品の削減や在庫圧縮を徹底するとともに製

造間接費の更なる削減を実施してまいります。　

２.中古ブランド品売買事業の展開加速化

順調に事業が拡大しているＤＷグループ傘下の大黒屋の中古ブランド品売買事業の海外を含む事業展開を積

極的にサポートし、短期的な連結利益の向上と中長期的な収益基盤の拡充ならびに企業価値の向上を図ってまい

ります。　

３.キャッシュ・フロー重視の経営と経営基盤の拡充

電機事業の抜本的な事業構造改革に加え、従前にも増して本社経費の削減を進め、営業損失の減少を図ること

により事業リスクを低減するとともにキャッシュ・フローを重視した経営を進めてまいります。また、連結収益

に大きく貢献している事業再生投資につきましても、投資価値回収極大化を図るとともに、案件の慎重な選別を

踏まえながら新たな収益案件を具体化させ、収益基盤の強化に邁進してまいります。

　

当社は、株主の皆様への利益還元を重要な経営方針と位置付け、早期に配当を実現できるよう、最重要課題として

取り組んでまいる所存であります。　

　　　

（4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の金額は4千円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。　

　

（5）継続企業の前提に関する重要事象等について

　当社グループは、電機事業が長期にわたり厳しい事業環境下にあることから、連続して営業キャッシュ・フローの

赤字が継続しており、また、平成26年３月期の通期営業損益の見通しについても依然赤字であり、継続企業の前提に

関する重要な疑義を生じさせるような事象または状況が存在しております。 

当社グループでは当該事象を解消すべく、以下の対応を進めております。 

１.電機事業の事業構造改革の実施

これまで、生産面においては、生産体制の更なる効率化や製品の統廃合や在庫管理の強化により製造原価の低減

を進めて参りましたが、今後はお取引先に理解を得ながら不採算製品の削減や在庫圧縮を徹底するとともに製造

間接費の更なる削減を実施してまいります。

２.キャッシュ・フロー重視の経営

電機事業の抜本的な事業構造改革に加え、従前にも増して本社経費の削減を進め、営業損失の減少を図ることに

より事業リスクを低減するとともにキャッシュ・フローを重視した経営を進めてまいります。　
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 202,000,000

計 202,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成25年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 50,707,616 50,957,616
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 50,707,616 50,957,616 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成25年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれておりません。

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　　　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金
増減額
（千円）

資本金
残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

4,700,00050,707,61695,7852,458,18495,7852,235,836

（注）１．新株予約権の行使による増加であります。

２．平成25年７月１日から平成25年７月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が250,000

株、資本金及び資本準備金がそれぞれ5,094千円増加しております。

３．平成25年７月31日に、平成25年６月27日開催の定時株主総会決議に基づく欠損填補を行い、資本金が

2,044,011千円、資本準備金が2,140,050千円減少しております。

　

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成25年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてお

ります。

　

①【発行済株式】

 平成25年６月30日現在

区分 　株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 7,600 ― ―

完全議決権株式（その他） 普通株式 45,987,300 459,873 ―

単元未満株式 普通株式 12,716 ―
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 　  46,007,616 ― ―

総株主の議決権 　 ― 459,873 ―

　（注）１．「全議決権株式（自己株式等）」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２．「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式２株が含まれております。　

　

②【自己株式等】

 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

アジアグロース

キャピタル株式会

社

東京都港区高輪

二丁目15番８号
7,600 ― 7,600 0.02

　　　計 ― 7,600 ― 7,600 0.02

　 　

２【役員の状況】

  該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成25年４月１日から平成

25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、明誠監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 81,317 181,029

受取手形及び売掛金 ※2
 186,670

※2
 171,854

商品及び製品 17,200 17,369

仕掛品 35,747 33,028

原材料及び貯蔵品 69,074 65,140

未収入金 2,256 2,883

その他 11,436 9,523

流動資産合計 403,703 480,830

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 116,627 116,627

減価償却累計額 △75,263 △75,593

建物及び構築物（純額） 41,363 41,033

機械装置及び運搬具 128,019 128,019

減価償却累計額 △126,002 △126,204

機械装置及び運搬具（純額） 2,016 1,815

工具、器具及び備品 185,768 184,259

減価償却累計額 △184,694 △183,271

工具、器具及び備品（純額） 1,074 987

土地 13,640 13,640

有形固定資産合計 58,094 57,476

無形固定資産

その他の施設利用権 3,776 3,631

無形固定資産合計 3,776 3,631

投資その他の資産

投資有価証券 1,547,525 1,686,361

長期滞留債権 199,000 199,000

その他 31,475 31,316

貸倒引当金 △213,302 △213,302

投資その他の資産合計 1,564,698 1,703,375

固定資産合計 1,626,569 1,764,483

資産合計 2,030,272 2,245,313
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 110,067

※2
 94,916

短期借入金 170,000 137,200

未払金 49,301 54,340

その他 40,440 35,984

流動負債合計 369,809 322,441

固定負債

繰延税金負債 24 85

退職給付引当金 4,508 3,851

資産除去債務 15,485 15,597

その他 69,478 70,498

固定負債合計 89,495 90,033

負債合計 459,305 412,474

純資産の部

株主資本

資本金 2,362,399 2,458,184

資本剰余金 2,140,050 2,235,836

利益剰余金 △2,947,381 △2,874,008

自己株式 △1,574 △1,575

株主資本合計 1,553,493 1,818,437

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,822 2,321

その他の包括利益累計額合計 1,822 2,321

新株予約権 15,651 12,080

純資産合計 1,570,967 1,832,838

負債純資産合計 2,030,272 2,245,313
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

売上高 107,271 105,548

売上原価 89,003 81,766

売上総利益 18,267 23,781

販売費及び一般管理費 125,108 86,870

営業損失（△） △106,840 △63,088

営業外収益

受取利息 24 0

受取配当金 54 4

持分法による投資利益 － 138,276

その他 1,226 1,421

営業外収益合計 1,305 139,702

営業外費用

支払利息 5,153 2,518

持分法による投資損失 29,848 －

営業外費用合計 35,002 2,518

経常利益又は経常損失（△） △140,537 74,095

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△140,537 74,095

法人税、住民税及び事業税 639 721

法人税等合計 639 721

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△141,176 73,373

四半期純利益又は四半期純損失（△） △141,176 73,373
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△141,176 73,373

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △1,466 108

持分法適用会社に対する持分相当額 － 390

その他の包括利益合計 △1,466 498

四半期包括利益 △142,643 73,872

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △142,643 73,872
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１　受取手形裏書譲渡高

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）　
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）　

受取手形裏書譲渡高 1,158千円 2,037千円

　

※２　期末日満期日手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。なお、当

四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間満期手形が四半期連結会計期

間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成25年３月31日）　　
当第１四半期連結会計期間
（平成25年６月30日）　　

受取手形 9,605千円 10,077千円

支払手形 21,551 13,449

　 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日）

減価償却費 1,032千円 763千円

（株主資本等関係）

１．配当に関する事項

前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自平

成25年４月１日　至平成25年６月30日）

該当事項はありません。

　

２．株主資本の著しい変動

当第１四半期連結累計期間において、新株予約権の権利行使により、資本金が95,785千円、資本準備金が95,785千

円増加し、この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本金が2,458,184千円、資本剰余金が2,235,836千円と

なっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント 調整額

（注）1

四半期連結損
益計算書計上
額（注）2電機事業 投資事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 107,271 ― 107,271 ― 107,271
セグメント間の内部売上高又
は振替高

― ― ― ― ―

計 107,271 ― 107,271 ― 107,271

セグメント利益又は損失（△） 4,099　 △1,380　 2,718　 △109,559　 △106,840　

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△109,559千円は、各報告セグメントに配分していない全

社費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成25年４月１日 至平成25年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：千円）

 
報告セグメント 調整額

（注）1

四半期連結損
益計算書計上
額（注）2電機事業 投資事業 計

売上高      

外部顧客への売上高 105,548 ― 105,548 ― 105,548
セグメント間の内部売上高又
は振替高

― ― ― ― ―

計 105,548 ― 105,548 ― 105,548

セグメント利益又は損失（△） 10,910　 △1,135　 9,775　 △72,863　 △63,088　

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△72,863千円は、各報告セグメントに配分していない全

社費用であります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎、潜在株式調整後1株当た

り四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当

たり四半期純損失金額（△）
△4円13銭 1円50銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額

（△）（千円）
△141,176 73,373

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額又は四

半期純損失金額（△）（千円）
△141,176 73,373

普通株式の期中平均株式数（株） 34,210,126 48,875,826

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

金額
－ 1円49銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） － 270,634

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含めな

かった潜在株式で、前連結会計年度末から重要

な変動があったものの概要

－ －

（注）１．前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在す

るものの１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

２．前第３四半期連結会計期間において10株につき１株の株式併合を行いましたが、前連結会計年度の期首

に当該株式併合が行われたと仮定し、１株当たり四半期純損失金額（△）を算定しております。　
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（重要な後発事象）

１．第12回新株予約権の権利行使

当社が平成25年1月28日に発行した第12回新株予約権につき、平成25年７月１日から平成25年８月９日までの間に、

以下のとおり行使されました。

（1）新株予約権行使の概要

　　　①　新株予約権の名称

アジアグロースキャピタル株式会社第12回新株予約権

　　　②　行使価格

１株当たり40円

　　　③　行使新株予約権個数

450個

　　　④　行使者

MTキャピタル匿名組合（営業者MTキャピタル合同会社）

　　　⑤　交付株式数

2,250,000株

　　　⑥　行使価額総額

90,000,000円　　　

（2）当該新株予約権行使による発行済株式数及び資本金

　　　①　増加する発行済株式数

2,250,000株

　　　②　増加する資本金の額

45,854,775円

　

２．資本金および資本準備金の額の減少ならびに剰余金の処分

当社は、平成25年５月31日開催の取締役会において、平成25年６月27日開催の第104期定時株主総会に、資本金及び

資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分について付議することを決議いたしました。付議事項に関しては、同株主

総会で決議され、平成25年７月31日にその効力が発生しております。

（1）減資等の要領

①　資本金の額

資本金の額（平成25年６月30日現在）2,458百万円のうち2,044百万円を減少しております。

②　資本準備金の額

資本準備金の額（平成25年６月30日現在）2,235百万円のうち2,140百万円を減少しております。

③　減少の方法

発行済株式総数は変更せず、資本金及び資本準備金の額のみ減少しております。また、資本金及び資本準備金

の減少額4,184百万円につき、全額をその他資本準備金に振り替えております。

（2）剰余金処分の要領

①　減少した剰余金の額

その他資本剰余金　　　4,184百万円

②　増加した剰余金の額

繰越利益剰余金　　　　4,184百万円

③　剰余金処分の方法

上記２．（1）の減資等の効力が生じた後のその他資本剰余金の一部を繰越利益剰余金に振り替え、平成25

年３月31日現在の繰越損失全額を解消しております。

（3）減資等の日程

①　取締役会決議日　　　　　　　　　　　　　　平成25年５月31日

②　株主総会決議日　　　　　　　　　　　　　　平成25年６月27日

③　債権者異議申述公告（電子公告）　　　　　　平成25年６月28日

④　債権者異議申述最終期日　　　　　　　　　　平成25年７月29日

⑤　減資等の効力発生日　　　　　　　　　　　　平成25年７月31日

（4）その他

　　本件は、「純資産の部」における勘定科目内の振替処理であり、当社の純資産額に変更を生じるものでなく、本件

が当社の業績に与える影響はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成25年８月９日

アジアグロースキャピタル株式会社
取締役会　御中

明誠監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 武田　　剛　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 安田　秀志　　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアジアグロース

キャピタル株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成25

年４月１日から平成25年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年６月30日まで）

に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注

記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アジアグロースキャピタル株式会社及び連結子会社の平成25年６月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる

事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

１．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成25年１月28日に発行した第12回新株予約権につき、平成25年

７月１日から平成25年８月９日までの間に当該新株予約権の行使を受けている。

２．重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成25年６月27日開催の第104期定時株主総会において、資本金

及び資本準備金の額の減少並びに剰余金の処分に関する議案を決議し、平成25年７月31日にその効力が発生してい

る。

当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

　以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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